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高村さんが音楽を始めた

のは、高校生のとき。当時、

流行していたベンチャー

ズに衝撃を受け、ギター

を手にしたのがきっかけ

だった。

毎晩のように練習に夢中

になり「こら！ 勉強せんか」

と、よく父にしか

られたという。

しかし、音楽に対

する興味は止まら

ず、同級生とバン

ドを組んで文化

祭に出演し、周囲

を驚かせた。

その後、進学で地

元を離れるメン

バーもあり、バン

ドの存続が難しく

なったが、地元に

残った仲間や、Ｕ

ターンで帰ってき

たメンバーで活動

を続けた。

彦根東高等学校を卒業した高村さんは、

その後、兵庫医科大学へ進学。同大学

大学院を卒業してからも勤務医として

働くかたわら音楽を続けた。

結婚もし、順調に人生を歩み続けて

いた高村さんだったが、突然、不幸

に見舞われた。

1986（昭和61）年、高村さんが39歳の

とき、妻が38歳の若さ

でくも膜下出血で倒れ、

１週間後に他界した。

「医者である自分がなぜ、

妻の病気を見抜けなかっ

たのか……。こんな事

でこれから医者を続け

ていく資格があるのだ

ろうか？　病気に気付く

のは不可能なことだったと分かってい

ましたが、自分を責め続けました」と

高村さん。

突然妻を失って、失意のどん底にあっ

た高村さんだったが、しばらくすると

周囲の熱心な勧めもあって再婚話が持

ち上がった。

落ち込んでいた高村さんを見るに見か

ね、父が東奔西走し、見合いの相手を

見つけてきた。

そして、高村さんを実の息子のよう

に心配していた亡くなった妻の両親が、

仲人を引き受けた。結婚相手の女性（現

在の妻）も、これを快く承知し、２年

後、新しい生活が始まった。周囲の

温かい思いが高村さんを立ち直らせた。

そして、人の温かさと共に高村さん

を支え続けたのは音楽だった。

落ち込んでいた時期も、音楽に接して

いると、不思議と気分が落ち着いたと

いう高村さん。このとき、音楽療法の

可能性を実感し、医者の仕事と音楽の

両立が自分の進む医療の道だと確信し

たという。

「音楽は人間の自然治癒力を高める重

要なファクター」と断言する高村さん

は、これからも音楽を大事にしてい

くという。「上手、下手の問題ではあ

りません。心の健康と、身体の健康と

は表裏一体のものです。私たちを支え

てくれる音楽ですから、歳をとってメ

ンバーの誰かが亡くなったときは、お

葬式でも演奏して音楽で送ろうと皆で

決めています」という。

「医者として一言」とお願いすると、「適

度の睡眠、運動、とにかくバランスの

良い生活に心がけることです。病気を

治すのは本人であり、医療はこれを助

けるに過ぎません。健康のためにも音

楽を愛してください」と、やっぱり音

楽は欠かせないようだ。

高村さんは現在「ｚｉｚｉ ｂｏｙｓ+ｎａｎａ」

のメンバーとして、暇を見つけてはラ

イブ活動を行っている。

妻や子どもたちも高村さんの音楽活動

を温かく見守っている。

「今からでも遅くありません。健康の

ためにぜひ、音楽に親しんでください。

カッコをかまわず……」と話す高村さ

んの心温まるお話と笑顔から、たく

さん元気をもらってインタビューを

終えた。　　　　　　　　　（取材・木俣）

ジ　 ジ　　　ボ ー イズ  プラス  ナ ナ

●彦根市中央町3-10 ●TEL：0749-22-0650

す てき

バンドのメンバー達と（左からバンドのメンバー達と（左から2人目が高村さん）人目が高村さん）バンドのメンバー達と（左から2人目が高村さん）

Oh Me
この情報紙は「滋賀ガイド」と提携しています

発行部数：100,000部

（第3種郵便物認可） 毎　日　新　聞 2009年（平成21年）1月29日（木曜日） 1

　毎週木曜発行
●Oh!Me編集室／株式会社ヤマプラ：近江八幡市桜宮町294 TEL0748-34-8872 FAX0748-34-8927
●広告／滋賀毎日広告社：大津市打出浜3-16 TEL077-522-2603
●発行／毎日新聞大阪本社開発宣伝部：大阪市北区梅田3-4-5


